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はじめに
　ヒト・モノ・カネが国境を越えるグローバル化
の波は，大学にも押し寄せている。2014年度，千
葉大学は文部科学省の「スーパーグローバル大学
等事業『スーパーグローバル大学創成支援』」に
採択され，日本を理解しアピールできるグローバ
ルな人材育成を目標に様々な取組みを推進してい
る。具体的には英語を活発に使う施設「イング
リッシュハウス」の設立や，グローバル人材育成
プログラムなどが展開されることで学生の関心が
海外に向くような仕組みが用意されてきた。千葉
  千葉医学　94：79－84， 2018 
  doi:10.20776/S03035476-94-2-P79
1) 千葉大学予防医学センター
2) 千葉大学大学院医学研究院環境生命医学
Chie Koga1), Emiko Todaka1,3), Hiroko Nakaoka1), Satomi Shiga1) and Chisato Mori1,2). Report on the 7th 
study tour to International Organizations in Geneva by the Center for Preventive Medical Sciences Chiba 
University.
1) Center for Preventive Medical Sciences, Chiba University, Chiba 260-0856.
2) Department of Bioenvironmental Medicine, Graduate School of Medicine, Chiba University, Chiba 260-8670.
Phone: 043-290-3896. Fax: 043-290-8011. E-mail: chiekoga@chiba-u.jp
Received December 22, 2017, Accepted January 19, 2018.
  〔研修報告〕 千葉大学予防医学センターによる
第 7回ジュネーブ国連・国際機関視察研修に参加して
古　賀　千　絵1)　　戸　髙　恵美子1)　　中　岡　宏　子1)
志　賀　里　美1)　　森　　　千　里1,2)
（2017年12月22日受付，2018年 1月19日受理）
要　　旨
　2017年 9月25日から27日の 3日間，千葉大学予防医学センターによる「第 7回ジュネーブ国連・
国際機関視察研修」がスイス，ジュネーブで実施された。この研修は医学系の学生のみならず，千
葉大学の全大学院生と医学部，国際教養学部の学部生が対象となっており，今回は医学，看護学，
薬学，工学，園芸学，融合科学，融合理工学を専攻する大学院生と国際教養学部の学部生が参加し
た。研修では，世界保健機関（WHO）やグローバルファンド，国際赤十字赤新月社連盟（IFRC），
国際労働機関（ILO）などの国連・国際機関を訪問し，各機関の役割やポリシーを学ぶとともに，
そこで働く邦人の方々から国際機関で働くことについてのお話を伺うことができた。また在ジュ
ネーブ国際機関日本政府代表部を訪問する機会も得られ，そこでは国際機関で働く20名を超える邦
人の方とお話をすることができた。参加した学生は研修を通して，国際機関で働く邦人が世界的課
題に取組む姿勢や，仕事に対する情熱に触れることができ，グローバルな活躍について具体的に理
解することができた。
　Key words:  予防医学，公衆衛生，社会医学，国際機関
　略語一覧 :   WHO （World Health Organization）, ILO （International Labour Organization）, IFRC 
（International Federation of Red Cross and Red Crescent）, UNOG （United Nations 
Office at Geneva）
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大学予防医学センターでも，グローバル化を見据
えた国際連携事業の一環として2013年度より世界
保健機関（WHO）をはじめとする国連・国際機
関と連携した「ジュネーブ国連・国際機関視察研
修」を実施している。今年で 7回目となる今回の
研修にも，多くの学生が参加した。予防医学セン
ターでは日本の将来を担う若者が「国際機関で働
くことがどういうことなのか」，「グローバルな課
題解決へのアプローチがどのようなプロセスを経
ているのか」に興味・関心を持つことを目指して
国際機関を視察し，そこで働く方にお話を伺うこ
とのできる本研修を実施している。本稿では2017
年 9月に行われた第 7回ジュネーブ国連・国際機
関視察研修で学んだことを報告する。
1． 第 7回ジュネーブ国連・国際機関
視察研修の概要
　2017年 9月25日，第 7回ジュネーブ国連・国際
機関視察研修がWHO本部で始まった。参加者は
千葉大学大学院医学研究院，医学薬学府，薬学研
究院，看護学研究科，園芸学研究科，工学研究科，
融合理工学府，融合科学研究科より教員 4名，学
生15名，国際教養学部より職員，学生各 1名ず
つ，富山大学より教員 1名，予防医学センターよ
り教職員 3名が参加した。これまでの研修はほと
んどが国際機関の職員の方からの講義形式であっ
たが，今回の研修より千葉大学の学生側からも千
葉大学や自分の研究について発表するという時間
が設けられた。今回は， 3名の学生が英語または
日本語でプレゼンテーションを行った。
　 1日目は，WHO本部の見学ツアーから始ま
り，その後セミナールームにてWHOで働く方々
にお話を伺った。はじめに，井上肇氏（Senior 
Advisor to the Director-General）より「国連で
働くということ」という題でお話し頂き，次に木
阪有美氏（External Relations Officer）に「WHO
の仕事とは」，湊夕起氏（Technical Officer）に
は「WHOの食品安全対策」についてお話しいた
だいた。さらに「ポリオ撲滅イニシアティブ」に
ついての話をDr. Carolyn Seinより，「インター
ンの生活」については現インターンのMr. Sharaf 
Sheik-Ali （Emergency and Essential Surgical 
Care） とMs. Minna Hakkinen （Medication 
Safety Campaign）から伺った。どの講義も興味
深く，学生からも多くの質問が出て活発な質疑応
答も行われた。WHOについて，多方面から包括
的に学ぶことのできた初日となった（写真 1）。
　 2日目の午前は，グローバルファンドを訪問し
た。この機関は，三大感染症と言われるエイズ，
結核，マラリア対策のために中低所得国へ資金提
供を行っている。ここでは小松隆一氏よりグロー
写真 1　世界保健機関（WHO）ジュネーブ本部正面玄関前にて
　　　　（2017年 9月25日ジュネーブにて撮影）
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バルファンドの資金提供について，その基本概要
を学んだ。グローバルファンドは，国連機関では
なく官民パートナーシップを軸に議論し，ミッ
ションを遂げる団体である［1］。
　午後は国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）と
国際労働機関（ILO）を訪問した。IFRCでは，
辻田岳氏によるワークショップが行われた。ここ
では IFRCという組織の基本概要を学んだだけで
なく，グループごとに自分が IFRCの職員だとし
たらどのように対応するかをいくつかの事例を基
に議論した。ILOでは茶谷和俊氏と敦賀一平氏よ
り ILOの概要・役割，仕事内容と世界の現状を
学んだ。さらに在ジュネーブ国際機関日本政府代
表部では，「国連職員への道」というタイトルで
紅谷明一等書記官からお話しをいただいた。その
後，代表部のご厚意で，ジュネーブにある国連・
国際機関の内10機関から20名の職員の方々にお越
し頂いて，学生・教職員との意見交換会を開催し
て頂き有意義な時間を過ごすことができた。
　最終日の 3日目は，午前中に国際連合ジュネー
ブ事務所（UNOG）の見学ツアーに参加後（写真
2），WHOに戻り一人ひとりがこの研修で学ん
だことを口頭で発表した。各人が様々な分野から
想いを持って参加しており，それを共有できた時
間はとても貴重であった。
2． グローバルに活躍するために必要
なのは語学力だけではなかった
　国連や国際機関で働いてみたいと思う時，真っ
先に思い浮かぶのは語学力である。しかし，本研
修では語学力と同等に必要性が高い資質を二つ学
んだ。
　まず一つ目が，行動能力である。国際機関は異
なるバックグラウンドを持った方々とチームにな
り働く。部署によってはアフリカなど不慣れな環
境へ行くことや，複数の仕事をこなすことも多
く，高いマネージメント能力が求められることが
多い。そこで多くの国際機関では「コンピテン
シー（competency）面接」を採用し，行動能力
を備え，仕事をやりぬく人材を見抜いているそう
である。コンピテンシーとは「適格性」のことで
あり，この面接はその人の業務に対しての適格性
や行動特性，能力を明らかにする方法である。具
体的には，過去の経験を事例にその時自分がどの
ような行動をとり，結果どのようになったかとい
う事を問うものである。
　国連機関はどのような人材を求めているか，そ
の資質・能力を明確に示している。国連職員に求
められる 3つの資質としては，① Integrity（誠
実な人格，私利私欲に走らない，不当な政治的圧
力に屈しない），②Professionalism（プロ意識，
写真 2　国際連合ジュネーブ本部（UNOG）見学ツアーにて集合写真
　　　　（2017年 9月27日ジュネーブにて撮影）
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め，自分の経験をストーリーにし伝える練習をし
ておく必要がある。つまり，国際機関で働くため
にはこれらの能力を養うために，事前に様々な経
験が要求されるということである。
　もう一つの大切な資質は「信頼される能力」で
ある。本研修に講師として参加して下さった多く
の方々が，口を揃えておっしゃっていた事が日本
人の仕事に対する姿勢であった。時間は守り，嘘
は言わず，人の話は最後まで聴くというものであ
る。この姿勢が，多くの人から信頼を勝ち得るの
だそうだ。日本人は海外に行くと十中八九，「静
か」だと形容される。しかしこれは単に静かなの
ではなく，周りの雰囲気を察し，チームワークを
重要視している裏返しとも考えられる。このよう
な特性は日本人ならではの特徴であると，多くの
方が発言されていた。一方で，日本人の国連職員
が少ないと言われている現状がある。国連資料
（A/70/605）によると，日本国が国連へ分担金と
している総額より186－252名の職員数が望まれる
ところ，2015年 6月30日時点では81名である［4］。
このようなことから，外務省は国際機関人事セン
ターを設置し，国連職員への応募方法等の情報を
詳しく伝えている［2］。
　日本人として，グローバルに活躍したいと思っ
たとき語学力ももちろん重要であるが，この二つ
の要素「行動能力」と「信頼される能力」を持っ
ていることが同じように重要であり，その素質を
日本人は自然に培っている場合が多いことを今回
の研修で学んだ。
専門的能力の発揮，職務遂行に対する忍耐力），
③Respect for Diversity（多様性の尊重，様々な
背景を持った人々との協力）である。
　国連職員に求められる 8つの能力としては，①
Communication（明確で効果的な表現能力，聞取
り能力，対話能力，情報の共有），②Teamwork
（協調性，同僚に学ぶ意欲，チーム全体を考
慮しての行動，責任の共有），③Planning & 
Organizing（戦略に沿った明確な目標の設定，優
先順位の明確化），④Accountability（職務遂行
能力，内部規定の遵守，業務に関する説明責任），
⑤Creativity（職務・サービスの改善に対する
積極的追求，新たなアイデアの提供），⑥Client 
Orientation（顧客の視点に立つ，ニーズへの
適切な対応，期限の遵守），⑦Commitment to 
Continuous Learning（自らの能力を不断に磨く，
他者に学ぶ精神），⑧Technological Awareness
（職務に有用な技術の理解と活用，新技術習得の
意欲）である。
　国連の幹部職員に求められる 6つの能力として
は，①Leadership（率先垂範，統率力，人脈の
構築・維持，トラブル解決力），②Vision（戦略
の明確化，戦略における自らの仕事の位置づけ，
将来展望），③Empowering Others（部下にやる
気を起こさせる，部下の努力・業績を讃える），
④Building Trust（信頼関係を築く能力，守秘
義務の遵守，合意事項の行動化），⑤Managing 
Performance（責任者・役割分担の明確化，時
間管理，意志疎通），⑥Judgement/Decision-
making（情報収集に基づいた的確な決断力・判
断力）である［2,3］（図 1）。コンピテンシー面接
ではこれらの能力を具体的に伝える必要があるた
国連職員に求められる
3つの資質
国連職員に求められる
8つの能力
国連の幹部職員に求められる
6つの能力
① Integrity ①Communication ①Leadership
②Professionalism ②Teamwork ②Vision
③Respect for Diversity ③Planning & Organizing ③Empowering Others
④Accountability ④Building Trust
⑤Creativity ⑤Managing Performance
⑥Client Orientation ⑥Judgment/Decision-making
⑦Commitment to Continuous Learning
⑧Technological Awareness
図 1　国連機関の求める
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と感じた。加えて以前WHOでエキスパートとし
て働く方が，国際機関で働くために 4つの事が重
要であると教えてくださった。それは①専門性を
持つこと，②他人と打ち解けやすい人間性である
こと，③意志を持つこと，④自分が何者かを同定
することである。現在日本の大学教育において，
専門性を持つための機会は沢山用意されている。
しかし他分野・他世代との交流の機会や，自分の
進む道に明確な意志を持てるような機会，自分の
興味関心を世界規模という広い視野でみる環境が
圧倒的に少ないと感じている。今回の研修のよう
に，グローバルな場で様々な人と交流するような
機会が与えられたことは，自らの人生を生きるた
めの力を伸ばす一つのチャンスでもあったと考え
ている。
おわりに
　学生にとって国際機関で働くなどグローバル
に活躍するためには，多様なプログラムや英語
の上達のための授業を優先することが多い。し
かし国連職員に求められる 8つの能力である①
Communication，②Teamwork，③Planning & 
Organizing，④Accountability，⑤Creativity，⑥
Client Orientation，⑦Commitment to Continuous 
Learning，⑧Technological Awarenessはまず日
本語でしっかりと作り上げることが必要であると思
う。今回の研修の様な機会は少しでも国際機関に
興味のある人であれば，参加しない理由はないほ
ど価値のある研修である。なぜなら本研修は，他
分野・他世代との交流の機会，自分の進む道に明
確な意志を持てるような機会，自分の興味関心を
世界規模という広い視野でみる機会が全て整って
いる。また多くの有益な情報や人脈を広げることが
出来るため，是非興味のある学生に参加して頂き
たく思う。また将来日本の代表として世界を牽引し
活躍する人材がとなれるよう，今後も精進していき
たいと思う。
謝　　辞
　今回の第 7回ジュネーブ国連・国際機関視察研
修においては，大変お忙しい中御協力下さいまし
3．体験することの重要性
　やりたいと思ったらやってみることは，実際に
動くとなると困難を伴うこともあるが，とても重
要なことであると本研修で学んだ［5］。本研修で
は，普段個人ではアクセスが困難な国際機関への
訪問やそこで働く方々と話す機会が設けられてい
た。実際に国際機関を見学し話しを聴くという貴
重な経験は，国際機関で働くことに興味のある学
生にとっては非常に有意義であった。具体的に何
をやったら良いのか，自分の研究とどう繋げられ
るのか分からない人は，実際に経験をしてみるこ
とは非常に重要である［5］。
　筆者自身も国際機関に興味があり，修士課程初
年度にWHOでの 3ヶ月（2014年10月から12月）
のインターンシップを行った。この期間に自らに
課したテーマは，「グローバルヘルスとは何か」を
考えることであった。 3ヶ月間ジュネーブで生活
し，国際機関で働く体験をさせてもらったことは，
他では経験できないとても貴重な時間であった。
国際機関で働くために必要なコンピテンシーのう
ち，自分に不足している能力を目の当たりにする
期間でもあったが，同時に得意な部分も知ること
ができた。また多様な背景を持った者同士が働く
場において，信頼されることの難しさや好かれる
ことの大切さを肌で感じた機会であった。しかし
これらは，国際機関で働くときのみ必要という訳
ではない。日本で働く場合においても，チームで
働く場合であればとても重要なことである。日本
は単一民族国家と称されることが多いが，一人一
人は実に多様な背景，経験，想いを持ち仕事をし
ている。日本で上手くやれなければ，世界でも上
手くやれないであろう。インターンの経験を通し
て，現在置かれている環境で努力することが国際
機関で働く重要な一歩と捉えることができた。
　さらにインターンを終え，「グローバルヘルス」
という単語それ自体に意味はないという考えを持
つようになった。つまり文化の違いを前提に，社
会とともに変化する健康の定義を他国と比較しな
がら自らの領域で考え続けることが，グローバル
ヘルスを考えるということだと思うからだ。そし
て世界の健康のためにWHOで働くためには，こ
の「考え続ける能力」が求められる要素の一つだ
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Geneva and discussed with officers and staffs of various 
international organizations. The participated students 
had an opportunity to deeply understand a range of 
global issues through lectures and discussions.
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Abstract
The 7th Study Tour to International Organizations 
in Geneva was held by the Center for Preventive 
Medical Sciences, Chiba University from 25th to 27th 
September 2017. This is a training program which is 
open not only medical students but also all the graduate 
students of Chiba University. In this program, we have 
learned the role of several international organizations 
such as the World Health Organization （WHO）, the 
Global Fund, International Federation of Red Cross and 
Red Crescent Societies （IFRC） and International Labor 
Organization （ILO）. We also visited the Permanent 
Mission of Japan to the International Organizations in 
